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疑問詞連鎖構文の意味と論理―その（二）
―Semantics of the sentences including repeated interrogative 
indefinites in Mandarin Chinese：part2―
青　木　　　萌
This study explores sentences including repeated interrogative in-
definites. Based on an analysis of Matsumura Fumiyoshi （2014）, 
this paper uses propositional-logic, predicate-logic and quantifier to 
analyze the meanings of sentences including repeated interrogative 
indefinites.（such as, zenmezhe（怎么着）, zenmeyang（怎么样）, jidian
（几点）, jiben（几本）, najian（哪件）, nabian（哪边）, ma（吗）, duoyuan
（多远）, duoda（多大）, duoshao（多少）, duogao（多高）, and duojiu（多
久）） For example,
  （a） Ni qu nar wo ye qu nar.
     You go wherever I go wherever― ‘I will go wherever you go’
This sentence can analyze as,
  （b） ∃x［Nar’（x） & Qu’（ni,x）］→∃y［∀x［Nar’（x） ⇔ x＝y］&Qu’（wo,y）］
This formula in （b） would read as follows.
‘There is at least one x such that x is Nar and ni is Qu of x then 
there is at least one y such that it holds for every x that is Nar if 


















を含む表現形式が連鎖する文（“怎么着” が連鎖する文, “怎么样” が連鎖
する文）, “几” を含む表現形式が連鎖する文（“几点” が連鎖する文, “几本”
が連鎖する文）, “哪” を含む表現形式が連鎖する文（“哪件” が連鎖する文,
“哪边” が連鎖する文）, “吗” が連鎖する文, “多” を含む表現形式が連鎖
する文（“多远” が連鎖する文, “多大” が連鎖する文, “多少” が連鎖する文,













（2）　 ドノヨウデアル ～ガ                   持ツ    ～ガ   ～トイウ様態ヲ
　∃x［   怎么着’        （x） & 爱’｛这俩丫头,有’（这俩丫头,x）｝］→
                                     好ム     ～ガ　　　　　～トイウコトヲ
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（4）　　　                              持ツ ～ガ ～トイウ様態ヲ
　  ∃x［怎么样’　  （x）　&要’｛他,有’（他,x）｝］
　ドノヨウデアル ～ガ 要スル ～ガ   ～トイウコトヲ
　→∃y［∀x｛怎么样’（x）⇔x＝y｝ &　有’（他,y）］






















（6）　                                                      寝ル  ～ガ
　　　　      ∃x【几点’（x） & 想’［你,有’｛睡’（你）,x｝］】→
　ドレダケノ時間デアル ～ガ          持ツ　～ガ　　～トイウ時間量ヲ
　                                    望ム　  ～ガ　    ～トイウコトヲ
　　　　　　　　　　　　　　　　  寝ル ～ガ
 　　 ∃y［∀x｛几点’（x）⇔x＝y｝&有’｛睡’（你）,y｝］
























（8）　                   　買ウ ～ガ ～ヲ   何冊カデアル ～ガ
　∃x［几本’（x）&能’｛您,买’（您,x）｝］→∃y［∀x｛几本’（x）⇔x＝y｝&买’（您,y）］






















（10） ドレカデアル ～ガ  見続ケル  ～ガ ～ヲ    
          ∃x｛哪件’（x）  &       瞅着’（炳炎,x）&有’（x,好）｝ →
                                                        持ツ  ～ガ ～トイウ性質ヲ
          ∃y［∀x｛哪件’（x）⇔x＝y｝&穿’（你,y）］




















（12） ドチラ側デアル ～ガ              進ム ～ガ  向カウ   ～ガ  ～へ
　　　　∃x【哪边’（x） & 向’  ［车,  x,  走’（车） & 向’｛走’（车）,x｝］】→
　　　 　　　　　 　　スル ～ガ ～へ　　　  ～トイウコトヲ
　　　　　　　　　　　　　　　　　寝ル ～ガ
　　　　∃y［∀x｛哪边’（x）⇔x＝y｝&有’｛睡’（我）,y｝］





















たい。また，この文における “干吗” は “干什么” の変体であると考える。
同様に，以下の（15），（17）の例における “干吗” も “干什么” の変体と見
なす。では，以下 “你们爱干吗干吗” の論理式を見られたい。
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（14）　                   スル ～ガ ～ヲ    何カデアル ～ガ
　∃x［吗’（x） & 爱’｛你们,干’（你们,x）｝］→∃y［∀x｛吗’（x）⇔x＝y｝&干’（你们,y）］


















（16）　                   スル ～ガ ～ヲ    何カデアル ～ガ
　∃x［吗’（x） & 想’｛你们,干’（你们,x）｝］→∃y［∀x｛吗’（x）⇔x＝y｝&干’（你们,y）］























（18）　何カデアル ～ガ            スル ～ガ ～ヲ    
　         ∃x［吗’（x） & 　该’｛人们,干’（人们,x）｝］
                      スベキデアル ～ガ    ～トイウコトヲ






















（20）ドレダケデアル ～ガ 持ツ ～ガ ～ヲ 
　　     ∃x｛多远’（x） & 　有’（你,x）｝→
　ドレダケデアル ～ガ                        離レル  ～ガ  到ル ～ガ ～ニ
　∃y【∀x｛多远’（x）⇔x＝y｝& 给’［你,我,有’｛滚’（你）,y｝&到’（y,我）］】
　                                                 持ツ ～ガ     ～トイウ量ヲ
























（22）　ドレダケデアル ～ガ   与エル ～ガ ～ヲ  持ツ ～ガ ～ヲ 到ル ～ガ ～ニ
　         ∃x［多大’（x）&给’｛我,你,给’（我,舞台） & 有’（舞台, x） & 到’（x,你）｝］
                             スル ～ガ ～ニ               ～トイウコトヲ
          ドレダケデアル ～ガ          発揮スル ～ガ ～ヲ  持ツ ～ガ ～ヲ 
       →∃y［∀x｛多大’（x）⇔x＝y｝&能’｛你,展示’（你,本事） & 有’（本事,y）｝］





























（24） ドレダケデアル ～ガ     
　　       ∃x｛多少’（x）&要’（你,x）｝→
　　　　　　　      要スル ～ガ ～トイウ量ヲ
　      ドレダケデアル ～ガ             アゲル ～ガ ～ヲ 到ル ～ガ ～ニ
　      ∃y［∀x｛多少’（x）⇔x＝y｝&给’｛我,你,给’（我,y）  &  到’（y,你）｝］























（26）　            交換スル ～ガ ～ヲ                       換算スル ～ガ ～ヲ
　∃x［多少’（x）&能’｛你,换’（我,x）｝］→∃y［∀x｛多少’（x） ⇔ x＝y｝&算’（我,y）］
幾ラカデアル ～ガ                         幾ラカデアル ～ガ

















（28）　ドレダケデアル ～ガ   借リル ～ガ ～ヲ 持ツ ～ガ ～トイウ量ヲ
　            ∃x［多少’（x） & 想’｛你们,借’（你们,φ）&  有’（φ,x）｝］→
　                                 望ム ～ガ　　　      ～トイウコトヲ
　　　∃y［∀x｛多少’（x）⇔x＝y｝&借’（你们,φ） &  有’（φ,y）］






















（30）　ドレダケデアル ～ガ       食ベル ～ガ ～ヲ   持ツ ～ガ ～トイウ量ヲ
              ∃x［多少’（x）  &  想’｛你,吃’（你,φ）   &  有’（φ,x）｝］→
　                                 望ム  ～ガ 　　　  ～トイウコトヲ
　∃y［∀x｛多少’（x）⇔x＝y｝&吃’（你,φ）   &    有’（φ,y）］

























（32）ドレダケ高イ ～ガ                　飛ブ ～ガ 
　      ∃x《多高’（x）&想’【你,要’［你,有’｛飞’（你）,x｝］】》→ 
　　　　　　　　　　　　　　　 持ツ ～ガ   ～トイウ動作量ヲ
　　 　　　　　　　　　 シタイ ～ガ           ～トイウコトヲ
　                          思ウ ～ガ         ～トイウコトヲ
　　ドレダケ高イ ～ガ              　　　   飛ブ ～ガ
　∃y【∀x｛多高’（x）⇔x＝y｝& 可以’［你,有’｛飞’（你）,y｝］】
　                                                 持ツ ～ガ   ～トイウ動作量ヲ




























（34）ドレダケノ間デアル ～ガ  跪ク  ～ガ ドレダケノ間デアル ～ガ
　　    ∃x［   多久’（x） & 有’｛跪’（你）,x｝］→∃y【∀x｛多久’（x）⇔x＝y｝& 
　                              持ツ    ～ガ   ～トイウ時間量ヲ
                    跪ク  ～ガ　　       持ツ   ～ガ ～トイウ時間量ヲ
　陪’［我们,你,有’｛跪’（我们）,y｝    &     有’ ｛跪’ （你）,y｝］】
　             持ツ  ～ガ    ～トイウ時間量ヲ 跪ク  ～ガ




































（36）ドレダケデアル ～ガ    生キル  ～ガ      ドレダケデアル ～ガ
　　 　   ∃x【多’（x）&有’［有’｛活’（咱们）,一天｝,x］】→∃y【∀x｛多’（x）⇔x＝y｝&
　                            持ツ   ～ガ      ～トイウ時間量ヲ
　                       持ツ            ～ガ        ～トイウ量ヲ
                          貯メル ～ガ　 ～ヲ            到ル ～ガ ～ニ    
　  给’［咱们,孩子们,有’｛存’（咱们，一天的钱）,y｝&到’（y,孩子们）］】
　                   持ツ           　～ガ             ～トイウ量ヲ























１　“怎么” を含む表現形式が連鎖する文（“怎么着” が連鎖する文, “怎么样”
が連鎖する文）
２　“几” を含む表現形式が連鎖する文（“几点” が連鎖する文, “几本” が
連鎖する文）
３　“哪” を含む表現形式が連鎖する文（“哪件” が連鎖する文, “哪边” が
連鎖する文）
４　“吗” が連鎖する文
５　“多” を含む表現形式が連鎖する文（“多远” が連鎖する文, “多大” が











（a）は，“（　）” は “｛　｝” より作用域が狭く，“｛　｝” は “［　］” より作用域が狭く，
“［　］” は “【　】” より作用域が狭く，“【　】” は “《　》” より作用域が狭いことを表
している。
2　この式では “有” が用いられているが，これは『論理哲学論考』（ウイトゲンシュタ
イン著，野矢茂樹訳：184）における記述を拠り所としている。野矢は論理形式につ
いて次のような注釈を与えている。
「ある対象の論理形式とは，その対象がどのような事態のうちに現れうるか，その論
理的可能性の形式のことである。たとえばある対象aが赤い色をしていたとしよう。
対象aにとって赤いという色は外的性質であり，他の色をもつこともありえた。つま
り，〈aは青い〉〈aは黄色い〉等の事態も可能である。このことを「対象aは色という
論理形式をもつ」と言う。･･････」
故に，本稿の論理式において “有” を用いた場合には，以上の「論理形式」の概
念に基づいて使用したとする。
3　“这俩丫头” はさらに細かく論理表記できるが，論理式が煩雑になり論点がずれるの
で簡略的に表記した。以下の論理式においても，煩雑になる恐れがある際には簡略
表記を行うこととする。
4　“φ”（ファイ）は動作行為の対象が文脈上不明瞭な場合に用いることにする。以下
の論理式でも同様とする。
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